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区分 研修名 
講座
数 

日
数 

参加者 研修目的 

職
能
研
修 

 学校栄養職員5年次研修講座  4   

学校栄養職員10年経験者研修講座 9 

学
校
職
員

研
修 

給食調理員研修会  1 1 

学校技能員研修会  1 1 

介助員研修会  1 1 

初任者研修拠点校指導教員研修講座  １ 3 

 

２ 学社連携・協働 
（１）学社連携・協働の推進 

「人間性豊かな子どもの育成」と「生き生きとした市民の活動」を通した、よりよいまちづくり及び生涯

学習社会の実現に向け、学校、家庭、地域社会が一体となって連携・協働を推進していくための体制づくり

を図った。 
（２）学校と地域の協働推進事業 

平成28年度から小学校4校、中学校5校の計9校に「学校と地域の協働推進コーディネーター」を配置

し、学校と地域の協働推進体制の構築に向けた取り組みの充実を図った。 
○緑 区：青野原小学校・北相中学校・内出中学校 
○中央区：淵野辺東小学校・共和小学校・共和中学校 
○南 区：桜台小学校・東林中学校・鵜野森中学校 

（３）研修・人材育成 

 「学校と地域の協働推進コーディネーター」研修会 

事業の内容やコーディネーターとしての留意事項を「学校と地域の協働推進コーディネーター

ガイドブック」等を通して確認するとともに、各学校における活動実践の情報交換を通して協議

を行い、コーディネーターの資質向上を図った。（全体会 1回、研究発表会への参加） 

（４）情報の収集・提供 

学社連携・協働に関わる情報の収集を行い研修会等に反映させるとともに、各学校における活動の様子を

「総合学習センターだより」を通して紹介し、事業及びコーディネーターの周知を図った。 
３ 情報の収集・提供 

（１）刊行物による情報の提供 

ア 「さがみはら教育」の発行（年1回 12月） 

今日的な教育課題を特集し、データや実践例等相模原の実態を伝えた。 

イ 「教職員研修ブログ」の作成 

ウ 副読本等の発行 

児童生徒の学びや家庭教育を支援するために各種教育にかかわる副読本等を発行した。 

名 称 配付対象 備 考 
小学校社会科副読本｢さがみはら｣ 小学校3年生 平成29年4月配付 

中学校社会科副読本｢私たちの相模原｣ 中学校1年生 平成29年4月配付 

家庭でできる性教育読本｢さわやか｣ 小学校4年生保護者 平成29年4月配付 

家庭でできる性教育読本｢さわやか｣ダイジェスト版 小学校1年生保護者 平成29年4月配付 

防災ガイドブック「災害 ― その時わたしたちは ―」 
（改訂版） 

小学校1年生・4年生 

中学校1年生 

平成29年4月配付 
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（２）教育図書・資料の収集・提供 

ア 教育図書の収集・提供 

イ 本市・他機関の教育研究資料及び各種研究物等の収集・閲覧 

ウ 図書閲覧室・図書資料室の運営 

図書館システムを利用した図書の貸出及び返却を行った。 

（３）学校教育相談 

ア 教育実践相談 

教員を対象に、授業実践・校内研究等、教育現場の様々な悩みについて、指導主事が相談を受け、資料

や関係機関の紹介を行った。(随時)  

イ 学校経営相談 

校長の職歴をもつ嘱託職員が、教育目標の具現化に向けての経営相談、学校経営上起こりうる諸課題等

への相談や支援を行った。（随時） 

 

４ 情報教育の推進 

 相模原市立小・中学校の学校の情報化推進計画（平成29年度～31年度）を策定し、「情報活用能力の育成」

「ＩＣＴを活用した授業改善」「校務の情報化」の3つの施策を中心に、学校の情報化を推進することにより、

安全安心な学校づくりと情報教育の充実をめざす。 

（１）情報活用能力の育成 

ア 具体的な取組 

 ・ＩＣＴスキル基準表を改訂し、周知する。 

 ・義務教育段階におけるプログラミング教育について、市立小・中学校での授業実践を推進し、その事例 

  集を作成する。 

 ・改訂した情報モラルハンドブックを用いた系統的な指導について、市立小・中学校で検証する。 

イ 平成29年度の主な取組 

 ・8月に全市立小学校第4学年の担任を対象に研修を実施し、9月～11月に約6,000 人の児童がプログラ

ミング教育を体験した。全市立小学校で100％実施。 

（２）ＩＣＴを活用した授業改善 

ア 具体的な取組 

 ・タブレットＰＣ等のＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくりの基礎研究 

  を行う。 

 ・1人1台のタブレットＰＣを利用する等、ＩＣＴを活用した授業改善について研究校を設置し、次世代 

  の学校の実現に向けた準備を行う。 

 ・情報教育マイスター制度（仮）の導入と活用について検討する。 

イ 平成29年度の主な取組 

 ・ 緑が丘中学校をモデル校として、1人1台を使用したタブレットＰＣの実証研究を行った。教員用タブ

レットＰＣを授業で活用する教員の割合が95％、生徒用タブレットＰＣを授業で活用する教員の割合が

45％であった。 

（３）校務の情報化 

ア 具体的な取組 

 ・大規模災害に対するリスク管理のため、外部委託による情報資産データのデータセンター化を推進する。 

 ・小学校の校務支援システム導入を検証する。 

 ・ワーク・ライフ・バランスの改善をめざした校務の情報化システムの構築を検討する。 

イ 平成29年度の主な取組 
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 ・小学校の校務支援システム導入に向け、モニター校9校で試行した。 

（４）教員支援 

ア ＩＣＴを活用した授業法やプログラミングの指導に関わる研修の拡充 

イ コンピュータアドバイザーの学校支援体制等の改善 

ウ ＩＣＴを活用した授業づくりの支援 

エ 平成29年度の主な取組 

 ・情報活用能力の育成研修講座（12講座） 

 ・ＩＣＴを利活用した授業改善研修講座（15講座） 

 ・校務の情報化研修講座（23講座） 

 ・情報教育担当者連絡会（1講座) 

 ・訪問サポート研修（希望制） 

（５）環境整備 

ア プログラミング用教材等、今後の教育活動に必要なＩＣＴ機器の選択、導入 

イ 1校40台の生徒用タブレットＰＣやその使用環境を整備した研究校を設置 

ウ 主体的・対話的で深い学びの実現をめざす教員支援の機器やコンテンツの整備 

エ 児童生徒と教員のニーズに応じたコンテンツの提案、導入 

オ 小学校モニター校への校務支援システムの導入 

カ 平成29年度の主な取組 

 ・小学校 10 校、中学校 11 校のコンピュータ教室の更新を実施し、新たにタブレットＰＣを各校に 11 台

導入し、活用が高まった。 

 

５ 人材養成 

さがみ風っ子教師塾 

 第9期は市立小・中学校教員を強く志望する大学生、社会人等を対象に実施した。 
さがみはら教育の魅力を学び、その発展と充実に寄与しようとする強い意志と、教育への情熱、使命感、

幅広い教養をもった心豊かな人材を育成した。 
 

運営内容 

開塾期間 平成29年10月～平成30年3月（土曜日全日 計12回） 

  人数   45名 

  講師   塾長、専任講師、外部講師、現職教員、保護者、指導主事等 
  内容   講義、グループ協議、学校実習、模擬授業等 
  受講料  10,000円 
 

６ 研究委託の推進 

 本市の小・中学校が、学校指導要領の趣旨を生かし、創意ある教育活動を推進するための研究委託事業を

実施した。 

（１）本市の教育課題を解明する研究 

ア 学校教育課題改善研究校（2校） ： 大沢小学校、若草中学校 

イ 支援教育推進校    （2校） ： 中野小学校、南大野小学校 

ウ 授業改善研究推進校  （10校） ： 相原小学校、上鶴間小学校、相模台小学校、鶴園小学校 
 淵野辺東小学校、根小屋小学校、鹿島台小学校、小山小学校 
 清新小学校、東林小学校 
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（２）学校課題を解決するための研究 

ア 特色ある学校教育研究校（14校）： 若草小学校、北相中学校、旭小学校、上溝南小学校 

 上溝南中学校、中野中学校、大島小学校、向陽小学校 

 淵野辺小学校、小山中学校、串川小学校、新宿小学校 

 光が丘小学校、夢の丘小学校 

 

相模川自然の村野外体験教室 
 市内2つの体験施設「相模川自然の村野外体験教室」及び「ふるさと自然体験教室」は、小学校、中学校等に

おける教育活動としての体験学習及び集団生活を通して自然や人とふれあうことにより、児童生徒の創造性及び

主体性を培い、もって豊かな心を育む教育を推進することを目的とした施設である。 

 

１ 相模川自然の村野外体験教室（相模川ビレッジ若あゆ） 
（１）概要 

所 在 地：緑区大島3497-1  開  所：平成8年4月22日 

敷地面積：18,031.16㎡    建  物：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造3階建 

建築面積：5,540.16㎡    延床面積：8,854.02㎡ 

 

（２）平成２９年度事業実績 

ア 利用形態別団体種類別利用状況 

（ア）学校関係 

 2泊 1泊 日帰り 合 計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

中学校等 27 5,017 5 608 0 0 32 5,625 

小学校等 0 0 43 3,935 27 2,454 70 6,389 

幼稚園等 0 0 14 952 2 190 16 1,142 

高等学校等 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 27 5,017 62 5,495 29 2,644 118 13,156 

 

（イ）青少年団体等                              

 宿泊利用 日帰利用 合 計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

子ども会 14 645 2 73 16 718 

スポーツ少年団 45 1,874 3 288 48 2,162 

ボーイスカウト等 3 166 0 0 3 166 

鼓笛隊等 11 344 19 440 30 784 

その他 40 2,435 7 516 47 2,951 

合 計 113 5,464 31 1,317 144 6,781 
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（ウ）市内市外別利用状況                           

 学校関係 青少年団体等 合計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

市 内 116 13,074 134 6,287 250 19,361 

市 外 2 82 10 494 12 576 

合 計 118 13,156 144 6,781 262 19,937 

 

イ 主催事業 

名 称 
開催年月日 

参 加 者 
対象者及び目的 内   容 

若あゆ食農体験

デー 

【第1回】Ｈ29.6.3 

参加者数34家族92名 

【第2回】Ｈ29.10.14 

参加者数28家族75名 

 

 

対象: 市内在住小・中学生と

その保護者 

目的: 農業や野外炊事等の

体験を通して、食物やいのち

の大切さに気づいたり、人と

のふれあいを深めたりする。

農業や野外炊事の中で、知恵

や工夫に気づき、自分たちの

生活の中で活かしていこう

とする態度を養う。  

第1回：田植え、野外炊事、 

    かかしづくり（希望者

のみ） 

第2回：稲刈り、野外炊事 

かかしフェステ

ィバル 

展示 

H29.9.9～10.1 

かかし数128体 

対象: 小・中学校、幼稚園・

保育園等 

目的: かかし作りを通して

農業活動への興味関心を高

める。かかしの展示・公開を

通して多くの方々に若あゆ

の活動について周知する。 

市内の幼稚園、小・中学校等の

子ども達が作成したかかしを、

若あゆ水田に展示し、市民に観

覧してもらうとともに、感想を

もらう。 

 

２ ふるさと自然体験教室（ふじの体験の森やませみ） 

（１）概要 

所 在 地：緑区澤井936-1   開  所：平成22年4月1日 

敷地面積：3,263.01㎡     建  物：鉄筋コンクリート造3階建 

建築面積：  941.31㎡     延床面積：1,797.28㎡ 

（２）平成２９年度事業実績 

ア 利用形態別団体種類別利用状況 

（ア）学校関係 

 2泊 1泊 日帰り 合 計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

中学校 8 285 0 0 2 12 10 297 

小学校 2 208 33 2,615 16 665 51 3,488 

幼稚園等 0 0 3 174 3 85 6 259 

合 計 10 493 36 2,789 21 762 67 4,044 
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（イ）青少年団体等                              

 宿泊利用 日帰利用 合 計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

子ども会 1 27 0 0 1 27 

スポーツ少年団 22 719 1 73 23 792 

ボーイスカウト等 1 76 0 0 1 76 

鼓笛隊等 0 0 0 0 0 0 

その他 28 954 8 290 36 1,244 

合 計 52 1,776 9 363 61 2,139 

 

（ウ）市内市外別利用状況                           

 学校関係 青少年団体等 合計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

市 内 63 3,648 34 1,400 97 5,048 

市 外 4 396 27 739 31 1,135 

合 計 67 4,044 61 2,139 128 6,183 

 

イ 主催事業 

名 称 
開催年月日 

参 加 者 
対象者及び目的 内 容 

やませみ自然体

験スクール 

H29.12.9 

参加者数 15家族 47名

 

対象：市内在住小中学生とその

保護者 

目的：自然への直接体験を通し

て、身近な環境についての理解

を深める。 

自然環境という共通の話題をも

つことにより、家族間の絆を深

める。 

薪割り、アウトドアクッキ

ング 

 

 

 

 

 

 

青少年相談センター 
１ 青少年相談センターの概要 

価値観の多様化、核家族化、人間関係の希薄化など著しい社会環境の変化は、児童生徒の生活上にも大きな

影響を及ぼしている。様々な悩みや不安を抱える児童生徒の数は増加傾向を示し、その内容も複雑化・多様化

している。このような状況の中で、相談専門機関として児童生徒又は保護者・教職員等に対し、援助・助言を

積極的に行い、問題の解決に努める。また、家庭・学校・地域の連携を積極的に支援する。 
 

２ 青少年相談センターの主な相談・支援業務 

（１）来所相談・電話相談 

各相談室において、青少年教育カウンセラーが不登校、養育不安、友人関係等の教育相談に応じている。 
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【相談者の内訳（平成29年度）】                 

対象者 本 人 教職員 保護者 その他 合 計 

人数 6,729 5 7,620 104 14,458 

   

（２）学校出張相談 

青少年教育カウンセラーが、原則として小学校に週1回、中学校に週1から２回出張し、児童生徒の心理

的問題や課題等の相談に応じ、児童生徒、保護者、教職員を支援する。 
【相談者の内訳（平成29年度）】                     

対象者 本人 教職員 保護者 その他 合 計 

人数 20,758 20,739 9,187 528 51,212 

 

（３）ヤングテレホン相談【専用電話】042(755)2552【Ｅメール相談】yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp 

青少年の抱えている悩み、不安等について、青少年本人やその保護者等からの電話やＥメールでの相談に

応じている。 
【相談内容の主な内訳（平成29年度）】 

相談 

内容 

性に関す

ること 

養育に関

する問題 
話相手 

友人 

関係 
親子関係

教師との

関係 

登校 

しぶり 
その他 合計 

件数 55 54 25 16 14 13 12 311 500 

 

（４）小学校・中学校相談指導教室 

心理的な要因で登校することが難しい児童・生徒を中心に、子どもの自立と学校生活適応への支援・援助

を図り、学校への復帰をめざす通室制教室である。 
 

（５）要請相談 

学校から要請を受け、青少年教育カウンセラーや指導主事が学校を訪問し、教職員等の相談に応じている。 
 

（６）スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支援  

  家庭環境等に起因した不登校や問題行動を解決するために、ＳＳＷが学校や関係機関と連携し、福祉的側

面からの支援を行う。平成29年度の実績は以下のとおり。 

  【取扱いケース数】 （件） 【訪問活動内訳】         （回） 【ケース会議の開催】    （回） 

新規 継続 合計
 

学校 家庭 関係機関等 合計 校内 関係機関を交えて 合計 

29 59 88 740 443 168 1,351 343 170 513 
 
 

（７） 支援教育 

支援を必要としている児童生徒の教育については、「新・相模原市支援教育推進プラン」で示された指針を

踏まえて、一人ひとりの特性や教育的ニーズに応じた教育内容・方法や環境整備の充実等、きめ細かな支援教

育の推進に努めている。 
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ア 特別支援学級の状況                        （平成30年5月1日現在） 

区 分 

小 学 校 中 学 校 

学校数 
（校） 

学級数 
（ｸﾗｽ） 

児童数
（人）

教員数（人） 
学校数
（校）

学級数
（ｸﾗｽ）

生徒数 
（人） 

教員数（人） 

本務・再任用
・常勤代替

非常勤
本務・再任用
・常勤代替

非常勤

知的障害  69   85 354  85  7 36 46 167 46 1 

情緒障害  69  104 488 104 12 36 43 173 43 7 

肢体不自由   3    4  22   4  3  3  3   9  3 0 

病  弱   9    9  10   9  0  4  4   4  4 0 

院内学級   1    1   0   0  2  1  1   0  1 0 

弱  視   1    1   2   1  0  0  0   0  0 0 

難  聴   1    1   3   1  0  1  1   1  1 0 

計 153  205 879 204 24 81 98 354 98 8 

イ 就学相談体制の充実 

次年度就学児及び学齢児童生徒に対し、一人ひとりの状態及び発達段階、特性等に応じた適切な教育の場

や対応を保障するために、就学指導委員会の設置、就学相談員の配置など、きめ細かな支援を行う体制をと

り、円滑な相談活動を進めている。 

ウ 支援教育指導員 

小・中学校が行う支援教育に対し、支援教育指導員が専門的な立場から指導助言を行うことにより、各校

の校内体制の充実及びきめ細かな支援の充実を図る。 
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